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研究成果の概要（和文）：社会生活におけるさまざまな場面において、働く・遊ぶなど教育以外

を主な目的とする活動の中にも学習は起こりうる。本研究では、そうした学習を支援するしく

みや取り組みをインフォーマル教育と名づけ、社会教育のあり方を活性化する手がかりとして

考察をおこなった。 

 

研究成果の概要（英文）：Learning can occur in various settings, such as working, playing, 

etc., which have other purpose than education. System and practice for the facilitation of 

such learning should be called informal education. This study has investigated informal 

education which can be expected to be an activator for the social education in Japan. 
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１．研究開始当初の背景 

 

(1)本研究の主題であるインフォーマル教育

informal education については、社会教育お

よび国外の成人教育の研究において、その位

置づけが十分に確定しているとはいえない。

関連する概念であるノンフォーマル教育

nonformal education やインフォーマル学習

informal learning との関係を含め、概念規定

を改めて規定し直すことが必要である。 

 

(2)これまで社会教育は、フォーマル教育
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formal educationとしての学校教育との対比

が強調される中でノンフォーマル教育

nonformal education としてその基盤が確立

されてきたといえる。しかし、社会教育実践

をとりまく環境が変容する中で、教育が形式

的・表層的にとらえられる傾向があり、職員

の役割も定型的なものとなりがちである。こ

のような状況の中で、改めて社会教育の存在

意義を確認するためには、制度化になじまな

いインフォーマル教育 informal education

がもつ意義に注目し、その関連をつうじて改

めて社会教育のあり方を考えることが有効

であると考えられる。 

 

(3)学習活動の周縁部もしくは境界領域に属

するインフォーマル教育の適切な位置づけ

をおこなうことは、教育研究とそれに関連す

る社会・人文科学の研究とを接続する理論的

枠組みの構築につながるとともに、学習活動

が社会に及ぼす影響をとらえるという実践

的・政策的な面での効果も期待できる。 

 

 

２．研究の目的 

 

(1)インフォーマル教育の概念規定に関する

議論の整理 

 先行研究の中には、インフォーマル教育と

ノンフォーマル教育の違いや関係が明確で

はないもの、informal と education との結び

つきを避けてインフォーマル学習 informal 

learning のみを用いるものなどが存在する

が、これらの比較検討をつうじて論点を明確

に整理した。 

 

(2)社会教育におけるインフォーマル教育の

意味についての理論的・実践的考察 

 発表した論文では、「遊び」や「居場所」

のもつ教育的な意味について考察をおこな

った。 

 

 

３．研究の方法 

 

(1)社会教育および国外の成人教育における

文献の検討を通じて、インフォーマル教育の

概念規定を明確化するとともに、インフォー

マル教育の意義について考察した。 

 

(2)教育以外の社会・人文科学の文献の検討

を通じて、インフォーマル教育をとらえるた

めの枠組みを抽出し、整理した。 

 

 

４．研究成果 

 

(1)インフォーマル教育とは何か、インフォ

ーマルな学び・学習やノンフォーマル教育と

の関連等を含めて整理した。 

 

①議論の出発点は、学校教育制度や社会教育

のさまざまな事業・活動とはかならずしも関

係なく、社会生活のさまざまな場面や多種多

様な社会的・文化的活動の中に埋め込まれて

いるインフォーマルな学びである。これらの

多くは学習を主な目的としておらず、また、

学習を含んでいると自覚されていない場合

も多い。 

 このようなインフォーマルな学びを新た

に生み出し、あるいは活気づけようという営

みがインフォーマル教育である。そのような

営みは教育という制度上の裏付けをもたず、

また、そこに関わる当事者自身が教育を自覚

していない場合も多い。しかし、制度や当事

者の意図とは無関係に、学習を促すという機

能をもつかどうかによって、このような営み



を一種の教育であると見なすことができる。 

 

②informal educationを主題とする古典的な

文献として、Josephine Macalister Brew の

著作 Informal Education: Adventures and 

Reflections（Faber and Faber, 1946）と

Malcolm S. Knowles の著作 Informal Adult 

Education: Guide for Administrators, 

Leaders, and Teachers（Association Press, 

1950）を検討した。 

 両者に共通するのは、インフォーマル教育

の特徴を学習者の課題や興味関心に応じた

柔軟性とする視点、また、インフォーマル教

育だけを独立してとらえるのではなく、ノン

フォーマルなど多様な教育方法・形態を自由

自在に使い分けることを重視する姿勢であ

る。 

 

③フォーマルな教育では＜ない＞という消

極的・除外的な理解にとどまらず、より積極

的にインフォーマル教育が何で＜ある＞の

かを問おうとする研究として、Philip H. 

Coombs の示したフォーマル／ノンフォーマ

ル／インフォーマルの３類型を検討した。 

 クームズが述べる「日常の経験と環境との

接触から知識・スキル・態度・洞察を獲得し

ていく、生涯にわたるプロセス」としてのイ

ンフォーマル教育は、生涯にわたる学習の総

体の中で圧倒的に大きな割合を占めるもの

である。クームズは、フォーマル教育とノン

フォーマル教育がインフォーマル教育を補

足するものであると３者を位置づけ、ノンフ

ォーマル教育のあり方を考える際の参照項

としてインフォーマル教育を重視した。 

 今後の社会教育および学校教育のあり方

を考える上でも示唆深い視点であるといえ

る。 

 

④Coombs の３類型を踏まえて展開されたそ

の後の研究を検討してみると、大きく２つの

流れに整理することができる。 

 １つは、N. J. Colletta、鈴木敏正、David 

R. Evans らに見られるように、教育的な意図

や計画性の強弱によってフォーマル／ノン

フォーマル／インフォーマルを区別しよう

という研究である。このような立場をとるこ

とは、フォーマル教育を基準とする教育観を

とることを意味するものであり、そのような

中で、インフォーマル教育はそれ以外のも

の・そうではないものという副次的・消極的

な位置づけにとどまることになる。 

 これに対し、もう１つの立場は、Alan 

Rogers が提起しているように「文脈化

contextualisation」の強弱によってフォー

マル／ノンフォーマル／インフォーマルを

区別しようというものである。ここではフォ

ーマル教育は、学習者一人ひとりが抱えてい

る課題や興味関心、学習がおこなわれる場面

における人間関係や組織のあり方などから

切り離され、自立した形で成立しているとと

らえることができる。これに対し、それらの

すべてと緊密に結びつき、けっして切り離す

ことができない形で成立するのがインフォ

ーマル教育ということになる。 

 このようにとらえることによって、フォー

マル教育やノンフォーマル教育とは異なる

独自の存在意義をもつものとしてインフォ

ーマル教育を理解することができる。このよ

うな「つながり」に強調する視点は、インフ

ォーマル教育がさまざまな「波及効果 ripple 

effect」をもたらすと述べる Tony Jeffs ら

の議論にも共通する。学習成果を活用した社

会的課題の解決が強調される近年の状況に

おいて、このような視点からインフォーマル

教育の意義を考えることが重要である。 

 



(2)インフォーマル教育のあり方を問うこと

は、教育以外の活動の中に含まれている学び

と、それを促すしくみに着目することを意味

する。教育以外のさまざまな領域における理

論や実践を手がかりに、インフォーマル教育

の可能性について考察をおこなった。 

 

①遊びを通じて子どもの人間形成をめざす

取り組みや、子ども・若者の「居場所」づく

りなどの活動は、かならずしも教育や学習を

前面に出して展開されているわけではない。

むしろ、教育や学習の名のもとに特定の意図

の実現や活動の管理ないしは制約が加わる

のを避けることによって、新たな活動の創出、

参加者層の拡大、活動に参加する当事者間の

関係の変容などを志向しているものと考え

られる。 

 このように、インフォーマルな学びとそれ

を促すインフォーマル教育のあり方に注目

することは、教育と学習のあいだに短絡的な

因果関係を見る視点から脱却し、多次元で重

層的な関係の中で教育と学習をとらえるこ

とを意味する。教育や学習の可能性をより豊

かなものにするためにも、インフォーマル教

育に注目することの意義が確認できたとい

える。 

 

②そのほか本研究では、ビジネスの活動とそ

れを支える企業等の組織、市民活動とその主

体である NPO 等の組織などに特に焦点を当て、

それらに含まれるインフォーマルな学びを

とらえる枠組みの構築に向けて議論を整理

してきた。 

 活動そのものの中にどのような学びが含

まれ、また個人の学びを促すどのようなしく

みが設けられているのか。活動を支える組織

と個人がどのような関係にあり、組織の維持

や変容にどのような学びが関わっているの

か。個人の学びと組織の学びとがどのように

関連しているのか。これらの点については、

さらに研究を進める必要がある。 
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